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                         子どもの権利条約総合研究所 

代表 喜多 明人 

 

2012201220122012 年度年度年度年度 CRCCRCCRCCRC 研究所研究所研究所研究所        第第第第 3333 回定例研究会回定例研究会回定例研究会回定例研究会のごのごのごのご案内案内案内案内    

  今回は、研究奨励費関連の若手研究者の発表などの予定がなく、これに代わる報告として、研究所と

して今後新しい研究を開拓していくような研究会ができないか検討してきました。 

 その意味では、今年 3 月に京畿道の「児童生徒人権条例」や革新学校づくりの報告は、目を見張るもの

がありました。金教育監が強調された「学校共同体」の要となる教師の「教権」保護については日本では

十分紹介されてきていません。 

 韓国では、1200 万都市・京畿道教育庁が発行した教師研修ガイドブックに「教権保護憲章」が掲げられ

ており、教師の教育権を行政が擁護しています。光州市にいたっては教権保護条例になっています。日本

の現実（免許更新制度や教育基本条例など教師規制行政）とは正反対の発想になっているといっていいで

しょう。 

 

 そこで今回は、韓国留学生の安さんに、韓国の「教権保護」（日本で言う「教師の教育権」）の現状につ

いて報告いただき、児童生徒の人権条例、保護者の学校参与などとの関係などについて深めて行きたいと

思います。 

 

                  記記記記    

    

１１１１    日時日時日時日時：：：：2012201220122012 年年年年    7777 月月月月 7777 日日日日（（（（土土土土））））午後午後午後午後 1111－－－－4444 時時時時            

    

２２２２    会場会場会場会場：：：：東洋大学白山校舎東洋大学白山校舎東洋大学白山校舎東洋大学白山校舎 2222 号館号館号館号館 3333 階第階第階第階第 1111 会議室会議室会議室会議室    

                

３３３３    報告報告報告報告：：：：    韓国韓国韓国韓国におけるにおけるにおけるにおける教師教師教師教師のののの教権保護教権保護教権保護教権保護施策施策施策施策のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

――――児童児童児童児童・・・・生徒人権条例生徒人権条例生徒人権条例生徒人権条例をををを踏踏踏踏まえてまえてまえてまえて    

    安安安安    王王王王恩恩恩恩        （（（（早稲田大学大学院早稲田大学大学院早稲田大学大学院早稲田大学大学院・・・・博士後期課博士後期課博士後期課博士後期課））））    

    

        特別発言特別発言特別発言特別発言    日本日本日本日本のののの学校学校学校学校とととと教師教師教師教師のののの目目目目からからからから「「「「教師教師教師教師のののの教権保護教権保護教権保護教権保護」」」」をををを考考考考えるえるえるえる    

                                藤井藤井藤井藤井    幹夫幹夫幹夫幹夫（（（（神奈川県立高校神奈川県立高校神奈川県立高校神奈川県立高校・・・・元校長元校長元校長元校長）））） 
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                  162－0052 東京都新宿区戸山 1－24－1  
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